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(1) 浮体の大振幅上下揺による流体力について 半没円筒による実験結果と 本理論による計算結果と
比較したところ，定常流体力を除く流体力成分については非常によい一致を示し 定常流体力につい
ても，インパルス応答としての速度ポテンシャノレにおける速度の 2 乗項の影響を第一近似的に取り入
れることによって実験値との一致がよくなることを確かめている。
(2) インパルス応答理論における境界条件に関する仮定の妥当性を調べるため，境界条件がより厳密と
思われる Chapman の方法による，円筒が上下揺する場合の流体力の計算結果と比較したところ，む
しろ本理論による方が実験との一致がよいことを示し その有効性を実証している口
(3) 水面から出たり入ったりする矩形柱の大振幅上下揺について，実験による流体力の計測と矩形柱上部
の水の動きの観測を基に，インパノレス応答理論による計算法に対する修正方法を提案している。
(4) 大振幅左右揺する二次元物体に働く流体力をインパルス応答理論を用いて計算するにはかなりの計
算時間を要するため，非線形項を計算する際に，変位を三角変位で置き換えるという近似計算法を提
案し，実験値と比較の結果，その有効性を確かめている。
以上の研究成果は，船舶及び海洋構造物に関する流体力学，運動力学上新たな知見を与えたものであ
り 2 造船学並びに海洋工学の進歩に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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